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　東播支部では、フレイルチェック

シートの活用を掲げ、活動してき

ました。フレイルチェックシートか

ら各拠点の特徴がわかり、課題を

見出すことができました。今年度

は各拠点の活動も広がり、淡路で

は２拠点の活動を再開しました。

また、ボランティアに活かせる内容

の研修会を企画し、開催すること

ができました。

　令和6年2月から11月において、兵庫県

版フレイルチェックシートを用いたアセス

メントを行いました。ショート版239件、ロ

ング版220件の回答がありました。平均年

齢は、69 .6歳でした。フレイルについて、

「言葉も意味も知っていた」と答えた人は

48 .1％、「言葉は知っていたが、意味は知

らなかった」と答えた人は24.7％、「言葉

も意味も知らなかった」と答えた人は

28.1％でした。他の都道府県のデータと比

較しても、「言葉も意味も知っていた」と答

えた人の割合が多く、健康意識が高い集

団であると考えられます。一方で、「言葉も

意味も知らない」と回答した人が28％い

ることから、まだまだ啓発が必要であると

感じました。食生活では、海藻や魚、いも類

や果物の摂取に拠点ごとの差があること

がわかりました。

まちの保健室東播支部における
兵庫県版フレイルチェックシートの活用
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　11月6日に、東播支部まちの保健室研修会を

「フレイルと呼吸リハビリ」というテーマで実

施しました。兵庫県立大学看護学部の森菊子

氏による「慢性呼吸器疾患におけるフレイル」

と、訪問看護認定看護師の長田敏子氏による

「在宅で行う呼吸リハビリ」の講演をしていた

だきました。また、東播支部「まちの保健室」で

取り組んだフレイルチェックシートの結果を、

兵庫県立大学地域ケア開発研究所所長の林知

里氏より報告していただきました。呼吸状態が全身に及ぼす影響について改めて感じる機会とな

り、普段の生活のなかで自身の身体の状態に合わせたリハビリを行うことの大切さを痛感しまし

た。また、フレイルチェックシートの結果からは、地域によりフレイルに対する認識の差があること

や、食事摂取などの特徴が違うことも分かりました。今後のまちの保健室活動で地域の住民の方々

に今回の内容をお伝えできることが楽しみです。

　新型コロナウィルスが５類感染症となり、

「まちの子育て広場」「洲本街角サロン イオン

洲本」は今年度より活動を再開し、年４回の活

動をしました。

　子育て広場では、社協担当者と相談し、制作

イベントや遊び場を利用する親子に育児相談

ができるようにしました。成長・発達に関する

相談が多いですが、離乳食に関する相談も多く

あり、今後は栄養士など多職種と協働していけ

ればと考えています。街角サロンでは、主にフ

レイルチェックと健康相談を行いました。高齢

でも健康意識の高い方が多く、フレイル予防が

重要であると再認識しました。一方で、高齢世

帯・老々介護など、日常生活での困りごとを話

される方もおられました。淡路圏域は高齢者人

口比率：37.5％と高く、他の地域と比べても高

齢化先進地域です。今年度実施したフレイル

チェックシートの集計結果から抽出された課

題をもとに、地域住民を支援していけるよう今

後も取り組んでいきたいと思います。

東播支部まちの保健室研修会

活動再開拠点

活動再開!!


